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ヤーッコ・フサの
『法とグローバリゼーション入門』について
貝 瀬 幸 雄
一 は じ め に
二 『法とグローバリゼーション入門』の概要
三 結 語
Globalisation is mainly an intellectual construct, emphasising the impact of the
ideas about globalization. ……Globalisation is of natural interest for comparative








を見ることができるのである（宮崎市定『アジア史概説』1973 年，全集第 18 巻
15-16 頁）。
一 は じ め に
この小論は，筆者が先に発表した『比較法学者たちのἠ宴⑷』および『比較
法学入門』の第三部「グローバル比較法」1)を補うものとして，フィンランド
⚑） 貝瀬幸雄『比較法学入門』（日本評論社，2019 年）115 頁。
70
の比較法学者ヤーッコ・フサ（Jaakko Husa ）の新著『法とグローバリゼーシ























⚒） Jaakko Husa, Advanced Introduction to Law and Globalisation（Edward Elgar Pub., 2018）．
以下，ʠHusaʡと略記する。本書の書評として，Vito Breda,（2019）82(4) MLR 755.
⚓） そ れ ぞ れ，Husa, Nordic Reflections on Constitutional Law: A Comparative Nordic
Perspective（Peter Lang Pub., 2002）; id., The Constitution of Finland: A Contextual Analysis
（Hart Pub., 2011）; id., A New Introduction to Comparative Law（Hart Pub., 2015）; M. Adams/J.

































⚔） Husa, Id., 3-6.















































































































































































































の議論よりも先行しており，1950 年代および 1960 年代の先駆的な運動は，

























































































































































































































































































































































ル・マインドのグローバリゼーション（globalisation of the legal mind）も必要と
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